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ニュース詳細

· 春節：春節の夜、中国都市の４割で重度の大気汚染「爆竹が原因」
【２月１日　中国新聞網】環境保護部は３１日、徐夕（春節の前日）にあたった３０日深夜に新たな大気汚染基準による観測を実施している全国１６１都市のうち、重度の大気汚染が発生した都市が６８カ所にのぼり、そのうち１６都市で深刻な汚染を記録したと紹介した。前日の２９日に比べて重度以上の大気汚染観測都市が３５カ所増えた。担当者は、花火や爆竹が集中的に燃やされたことが大気汚染悪化の主な要因であるとして、３１日午前１時現在、１６１都市中１２８都市でＰＭ２．５が基準値の２倍にあたる１立方メートルあたり１５０マイクログラムに達したと伝えた。そのうち、８０都市で同２５０マイクログラムを超え、北京市では同３２４マイクログラムにまで上昇したとした。３１日から１日にかけて上空の空気が停滞していたことも、爆竹による大気汚染を助長する要因となった。同部によると、２日には新たな寒気が南下するため、特に汚染のひどかった北京市や河北省地域の大気状況は徐々に改善に向かうという。

· 経済：都市と農村の格差、新たに浮上する「巨大な年金格差」

【１月２８日　工人日報】中国には依然として「都市と農村」「地域」「階層」の三大格差が存在する。中でも都市と農村の格差は、全ての国民の間に横たわっており、超えなければならない第一の溝である。中国社科院が最近公表した２０１４年社会白書によると、２０１２年の都市の基本年金と新農保の加入率はどちらも上昇したが、都市の会社員の年金平均額は２．０９万元だったのに対し、新農保は８５９．１５元しかなく、二つの年金の差が２４倍もあることが判明した。国や地方政府が農村の社会保障整備に努力し、医療や年金制度の構築を進めていることは認めなければならないが、やはり充実には程遠いものとなっている。かつて、農民は土地を持っていたため、彼らの社会保障問題は所得問題ほど注目されていなかった。しかし都市化が進む中で農民が土地を手放し、都市に移り住んでいるのに、都市住民と同等の社会保障を受ける術はない。２０１２年の中国の都市化率は５２．５７％に達しているが、都市戸籍の保有者は総人口の３５％しかない。とは言え、２．５億人の農民が都市の社会公共サービスに加入し、同じ保障を受けるとしたら、新たに３０．６９兆元の資金が必要になり、そのうち企業の負担分は２３．２２兆元にのぼる。景気の踊り場にあって、ビジネスモデルの転換圧力にさらされている大企業からすれば、この負担はとても応じられるものではなく、巨大債務を抱える地方政府にとっても、机上の空論に過ぎない。都市と農村の格差の原因は、歴史的なものだけでなく、都市化や市場化とも密接にかかわっている。
· 見解：中国財政部副部長、中国経済成長に４つの不確定要素

【１月３０日　中国新聞網】中国財政部副部長の朱光耀氏は中国経済の今年の発展は、国際社会の「米国」「ＥＵ」「新興国」「日本」の４大不確定要素の影響を受けると述べた。朱光耀氏は、米国の雇用環境の好転やインフレ率の下落に伴い、政府が緩和縮小を探っていることを指摘し、「直接のリスクは銀行にあるが、影響は世界全体に波及する」と述べた。また、米国の財政政策も綱渡りだ。米政府と国会は２月初めに新債務上限基準を確定しなければならず、さもなければ米国債債務は大きな危機にさらされる。また、ＥＵについて朱光耀氏は「ユーロ経済は最近は安定しており、債務国の問題も改善の方向にはあるが、根本的な問題は残っている。危機の再発がないよう希望する」と語った。朱光耀氏によると、第三の不確定要素は新興国だ。最近は新興国の多くで成長が鈍化しており、「米欧の影響もあるが、最大の要素は新興国自身の構造的な問題だ」と強調した。朱光耀氏は日本についても言及。「アベノミクスで日本経済は回復しているように見えるが、構造的な問題は解決が難しい段階まで来ている」と指摘し、日本の産業空洞化や高齢化などの長期的な問題は、改善のめどが立たず、円安や株高の勢いが弱まると、アベノミクスの効果は弱まるとの見方を示した。特に今年４月の消費税増税のリスクにも触れ、「日本政府は増税時に５兆円の経済対策を計画しているが、これは一種の賭博だ」と述べた。
· 香港メディア：中国と日本は戦争しない、習近平国家主席は当時のドイツ首脳とは違う
【１月２６日　英字紙サウスチャイナ・モーニング・ポスト（電子版）】「中国と日本の間に戦争は起こらない」と主張する政治評論家兼作家のＰａｕｌ Ｌｅｔｔｅｒｓ氏の寄稿記事が掲載された。最近、多くの歴史学者や政治評論家が２０１４年と第１次世界大戦が起きた１９１４年とを比較し、「今年は世界的な戦争が起こる」との見解を示している。当時のドイツが超大国の英国と対決したように、中国も現在の超大国である米国と一戦交えるというもの。日本も当時のフランスによく似ていると指摘されている。だが、同氏はこれに反論。その理由は「中国の指導者は文官出身だから」。当時のドイツは皇帝と軍事的指導者が牛耳る帝国で、自らの野心のために国民のナショナリズムをあおり戦争へと導いたが、中国の指導者はいかなる犠牲もいとわずに拡張したいとは考えておらず、朝鮮戦争のように同盟国を助けるために戦争に参加することもないと主張している。

· 英紙：「中国は黄金の市場」時代が終焉、中国から撤退する企業も
【１月２７日　環球時報】英紙エコノミストは、中国は３０年にわたって世界中の企業を引きつけてきた魅力を失いつつあると指摘した。金融危機以降、多くの企業が中国に期待をかけたが、そうしたブームは過ぎ去ったという。世界全体の消費に占める割合は８％だが、中国は現在も魅力ある市場であり、２０１１～２０１３年において消費成長に対する貢献度はどの国よりも高かった。しかし、中国の経済成長鈍化やコスト上昇、競争激化などから、中国に進出した企業の多くは日増しに厳しい状況に置かれている。中国は世界各国ブランドの競争が最も激しい市場となっており、これまで立ち後れていた国内企業も現在はその競争に加わっている。多くの中国企業は海外から吸収した経験や自主開発した製品を武器にしており、中国の消費者も海外ブランドにばかり目を向けるわけではなくなっている。そうした中、中国から撤退する企業も出てきている。コストの上昇によって高い効率が求められるようになり、経営層にはより的確な戦略と安全基準の確保が求められるようになっている。中国ではＳＮＳの利用者が多いことから、スキャンダルなど問題が発覚すれば命取りになりやすい。また、経済環境の変化や地域に応じた弾力的な経営戦略も不可欠となっている。中国は現在も魅力ある市場であり、現状に十分対応できるような企業は利益を上げているものの、「黄金時代」はすでに過去のものとなっている。
· 自動車：２０１３年末の自動車保有台数２．５億台、１０年で１億台超の増加
【１月２９日　第一財経日報】公安部交通管理局によると、２０１３年末の中国の自動車（乗用車や農業用車両などを含むエンジン付き車両）保有台数は２億５０００万台に上り、この１０年間で１億台以上増加した。保有台数が１００万台を超える都市は全国で３１都市に上り、北京、天津、成都、深圳、上海、広州、蘇州、杭州の８都市で２００万台を突破。北京では５００万台を超えた。また、全国の自動車運転者数は２億８０００万人に上った。公安部は昨年から自動車免許試験の難度を引き上げた。この措置の実施により、免許取得１年以内の運転者による交通事故数とその死亡者数はそれぞれ前年比１６．７％、１５．１％減少。しかし、免許取得３年以内の運転者による交通事故数は依然として５万１０００件と多く、死者も１万４０００人に上っている。

· 水資源汚染：河川の４０％、地下水の９０％が汚染
【１月２８日　参考消息】香港の英字紙サウスチャイナ・モーニング・ポストは国際公衆衛生コンサルタントのセザール・シュララ博士による「汚染は中国の水資源問題の核心」と題した記事を掲載し、中国の汚染問題は現在注目を集めている大気汚染だけではなく、水資源汚染も極めて深刻だと指摘した。中国水利部の胡四一副部長によると、１１年に中国の河川のうち深刻な汚染を受けている割合は４０％にも上り、７５０億トンもの汚水や廃水が直接河川に放流されている。また、約３分の２の都市が水不足問題を抱えており、農村部の住民約３億人が安全性に問題のある飲用水を利用している。さらに、４００万ヘクタール以上の農地が汚染水によって灌漑が行われており、農作物の収穫量や品質、安全性に悪影響を与えている。水資汚染問題の原因の一つに急速な工業化が挙げられる。長江沿岸や飲用水の水源地付近に大量の化学工場が建設されたことにより、水資源が工場から漏れだしたカドミウムやクロムなどの有毒な化学物質の汚染を受けている。中国地質調査局が１３年に作成したレポートによると、中国の地下水の９０％が汚染されている。また、水問題は中国国内だけでなく、国外へも影響を及ぼしている。中国にはエルティシ川やメコン川、ブラマプトラ川など、中国国内に水源を持ち、国外を通過している河川が多数ある。中国がこうした河川の上流に水力発電のための大規模なダムを建設し、下流に深刻な影響を与える可能性があるとして、各国から抗議を受けている。

· 河南：黄河の水位が急激に低下、一部で過去最低に
【１月２９日　新華社】中国北部を流れる黄河は、河南省鄭州市にある２カ所の調整池でここ１週間に水位が急激に低下し、警戒線を下回って過去最低の水準となった。冬に入ってからの中国北方の乾燥した天気が影響したもので、このままでは今年の小麦などの生産に影響することが懸念される。
■　内モンゴル自治区：習近平国家主席、マイナス３０度の中国・モンゴル国境を視察
【１月２８日　環球時報】記事「香港メディア：習近平、零下３０度の極寒の中で国境警備兵を慰問」を掲載された。香港紙・大公報は２７日、中国人民解放軍機関紙・解放軍報のＳＮＳ情報をもとに、習近平国家主席が内モンゴル自治区アルシャン市の国境警備兵を慰問したことを伝えた。同地はモンゴルと隣接する国境地帯。迷彩柄のコートを着込んだ習主席が雪原をバックに兵士と握手する写真も公開された。その後、習主席は食堂で兵士たちと食事を共にし、部隊内で「旧正月を祝う準備はできていますか」などと声を掛けた。習主席は２０１２年１１月の就任以来、積極的に各地の軍の視察を続けている。米国のゲーツ元国防長官はこの１月に取材に答え、習主席の軍に対する支配力は強まっており、米国政府は習主席との関係を良好にする必要性が高まったとコメントしている。
· 台湾：旧正月前最後の台湾株下落、１６年連続の上昇ならず
【１月２７日　中央社】旧正月連休（１月３０日～２月４日）前最後の取引となる２７日の台北株式市場では、欧米市場の大幅な株価下落を受けて平均株価指数は８５００ポイント台を下回り、前週末終値比１３５．７４ポイント（１．５８％）安の８４６２．５７で取引終了となった。旧正月連休前の最後の取引では１５年連続で株価が上昇していたが、今日の下落で記録はストップとなった。金融関係者はその原因として、当面の利益を確保する売り注文が広がったためと分析している。取引高は９９１億５７００万元（約３３４６億円）だった。２０１３年における台北株式市場の平均株価指数はその前の年と比べて５５５．９２ポイント高で年間上昇率は７．０３％。時価総額は昨年の旧正月前の最終取引日だった２月６日比で２兆１０００万元増加の２４兆１２００億元（８１兆円）となり、台湾の総人口２３００万人で計算すると、国民１人あたり約９万元の収入増となった。
************************************************************************************************
上海街角インタビュー　⑯
社団法人大阪能率協会アジア・中国事業支援室副室長（海外委員）

順利包装集団董事（在上海）

福喜多技術士事務所所長

福喜多俊夫

「女漢子（ニイハンズ）」

　12月2日付の毎日新聞夕刊に、上海支局の隅俊之さんが「女漢子」について書いていた。「漢子」は中国語で「男の中の男」を指すほめ言葉だが、「女漢子」というのは、積極的で仕事は完璧、面倒見も良くて、職場で人気が高い女性だという。中国で最近はやっている言葉だということだが、私は初耳だった。そこで、「女漢子」という言葉はポピュラーなのか上海で聞いてみた。

１．40歳代後半男子　民営企業事務職

　　「女漢子」という表現は何度か見たことがあるが、全然一般的には使われていません。もともとある女子ブログから出た言葉で、会話で使われているのは聞いたことがありません。もっとも二十歳代の女性の中では使われているのかも知れません。でも、ネットでも新聞でもあまり見かけたことはないからポピュラーではないのでしょう。

２．20歳代後半女子　民営企業事務職
　　中国で「女漢子」というのは、職場で使うとかそういう狭い範囲ではなく、女性が生活と仕事の場で女性らしい優しさとかお上品さだけでなく、男性のもつ強靭さと剛毅さも併せ持つ個性的な女性を指します。私は「女漢子」を尊敬しますが、自分がなりたいとは思いません。たぶん「女漢子」は疲れると思います。もっと楽しく生きたほうがいいです。

３．40歳前半女子　民営企業総経理

　　この言葉は数カ月前に創られた言葉です。「漢子」は「男の中の男」という意味ですが、「女漢子」は、男性のような振る舞いをする女性です。周囲から見れば私は「女漢子」に見えるかもしれないけれど、私はそう呼ばれたくないです。

４．30歳代前半女子　民営企業営業職

　　私が知る限り、「女漢子」は男性と同じような振る舞いをする女性です。化粧もしないし、ショッピングも好まない。頭脳明晰で男性と対等に仕事をします。でも、センシティブでないような印象です。殆どの女性は「女漢子」とは呼ばれたくないのではないですか。

５．20歳前半男性　弊社の技術職

　　ネットで見たことはあるけれど、僕のまわりでは誰も言わないよ。うちの事務所には「女漢子」と言える女性はいないから、福喜多さんが知らなくても無理ないです。

６．20歳代後半女子　民営会社営業職

　　「女漢子」を知らないのですか、古いな。2013年流行語トップ10に選ばれていますよ。

　「女漢子」とは、細かい事は気にせず、性格が明るくさっぱりしている、自立した女性です。「女漢子」は男性的な振る舞いをする女性を揶揄するように言う言葉ではないです。

　私は「女漢子」と言われたらうれしいです。

「女漢子」が今年の流行語トップ10に選ばれているのは知りませんでした。若者との付き合いが不足しているのかも知れません。流行語トップ10にはどんなものがあるのか、ネットで調べてみたところ、「咬文嚼字」という雑誌が発表したもので、12月19日付の東方早報が伝えていました。トップは「中国夢」で、以下のようになっていました。

　　

　　１．中国夢　：中国の夢　習総書記のスローガン

　　２．倒逼　　：逆方向から迫る　最近、党首脳部がしばしば使う

　　３．逆襲　　：日本の“倍返し”からきているという説もある

　　４．光盤　　：レストラン等で食べ物を残さないこと。節約令からきている

　　５．土豪　　：教養のない金持ち

　　６．女漢子　：細かいことを気にしない自立した女性

　　７．微××　：微博とか微粒子とかの表現

　　８．点賛　　：いいね！

　　９．大V　　：多くの人にフォローされているアカウント

　１０．奇葩　　：風変わりなもの

　「女漢子」もネットで誰かが言い出したものが市民権を得てきたものなのでしょう。静かに定着するかどうか？　中国では年間500余りの新語が登場しているようです。　

以上
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【中国経済最新統計】

	
	①

実質GDP増加率

(%)
	②

工業付加価値増加率(%)
	③

消費財

小売総

額増加率(%)
	④

消費者

物価指

数上昇率(%)
	⑤

都市固定資産投資増加率(%)
	⑥

貿易収支

(億㌦)
	⑦

輸　出

増加率(%)
	⑧

輸　入

増加率(%)
	⑨

外国直

接投資

件数の増加率

(%)
	⑩

外国直接投資金額増加率

(%)
	⑪

貨幣供給量増加率M2(%)
	⑫

人民元貸出残高増加率(%)

	2005年
	10.4
	
	12.9
	1.8
	27.2
	1020
	28.4
	17.6
	0.8
	▲0.5
	17.6
	9.3

	2006年
	11.6
	
	13.7
	1.5
	24.3
	1775
	27.2
	19.9
	▲5.7
	4.5
	15.7
	15.7

	2007年
	13.0
	18.5
	16.8
	4.8
	25.8
	2618
	25.7
	20.8
	▲8.7
	18.7
	16.7
	16.1

	2008年
	9.0
	12.9
	21.6
	5.9
	26.1
	2955
	17.2
	18.5
	▲27.4
	23.6
	17.8
	15.9

	2009年
	9.1
	11.0
	15.5
	1.9
	31.0
	1961
	▲15.9
	▲11.3
	▲14.9
	▲16.9
	27.6
	31.7

	2010年
	10.3
	15.7
	18.4
	3.3
	24.5
	1831
	31.3
	38.7
	16.9
	17.4
	19.7
	19.8

	2011年
	9.2
	
	
	
	
	1549
	20.3
	24.9
	
	
	
	

	10月
	
	13.2
	17.2
	5.5
	34.1
	170
	15.8
	29.1
	-0.6
	8.7
	16.7
	14.1

	11月
	
	12.4
	17.3
	4.2
	21.4
	145
	13.8
	22.6
	-12.9
	-9.8
	16.2
	14.0

	12月
	8.9
	12.8
	18.1
	4.1
	5.7
	165
	13.3
	12.1
	-15.4
	-12.7
	17.3
	14.3

	2012年
	
	
	
	
	
	2303
	7.9
	4.3
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	4.5
	25.3
	273
	-0.5
	-15.0
	4.6
	10.8
	16.6
	14.8

	2月
	
	21.3
	
	3.2
	－
	-315
	18.3
	40.3
	38.7
	-0.9
	17.8
	15.0

	3月
	8.1
	11.9
	15.2
	3.6
	21.1
	53
	8.8
	5.4
	-6.5
	-6.1
	18.1
	15.7

	4月
	
	9.3
	14.1
	3.4
	19.2
	184
	4.9
	0.4
	-26.1
	-0.7
	17,5
	15.4

	5月
	
	9.6
	13.8
	3.0
	21.0
	187
	15.3
	12.7
	-6.1
	0.0
	17.9
	15.7

	6月
	7.6
	9.5
	13.7
	2.2
	21.8
	317
	11.3
	6.3
	-16.3
	-6.9
	18.5
	16.0

	7月
	
	9.2
	13.1
	1.8
	20.6
	251
	1.0
	5.7
	-7.8
	-8.6
	18.9
	16.0

	8月
	
	8.9
	13.2
	2.0
	19.4
	267
	2.7
	-2.7
	-12.7
	-1.4
	18.4
	16.1

	9月
	7.4
	9.2
	14.2
	1.9
	23.1
	277
	9.8
	2.3
	-6.4
	-6.8
	19.8
	16.2

	10月
	
	9.6
	14.5
	1.7
	22.4
	320
	11.5
	2.2
	1.8
	-0.2
	14.6
	15.9

	11月
	
	10.1
	14.9
	2.0
	20.0
	196
	2.8
	-0.1
	-8.7
	-5.4
	14.5
	15.7

	12月
	7.9
	10.3
	15.2
	2.5
	18.8
	316
	14.0
	6.0
	-7.8
	-4.5
	14.4
	15.0

	2013年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	2.0
	20.8
	291
	25.0
	29.0
	-12.4
	-3.4
	15.9
	15.4

	2月
	
	
	
	3.2
	
	153
	21.7
	-14.9
	-35.6
	6.3
	15.2
	15.1

	3月
	7.7
	8.9
	12.6
	2.1
	21.5
	-9
	10.0
	14.2
	-19.7
	5.7
	15.7
	14.9

	4月
	
	9.3
	12.8
	2.4
	19.8
	182
	14.6
	16.6
	13.9
	0.4
	16.1
	14.9

	5月
	
	9.2
	12.9
	2.1
	19.7
	204
	0.9
	-0.1
	-14.4
	0.3
	15.8
	14.5

	6月
	7.5
	8.9
	13.3
	2.7
	19.9
	271
	-3.3
	-0.9
	-17.3
	20.1
	14.0
	14.1

	7月
	
	9.7
	13.2
	2.7
	20.2
	178
	5.1
	10.8
	1.2
	24.1
	14.5
	14.3

	8月
	
	10.4
	13.4
	2.6
	21.4
	285
	7.1
	7.1
	-11.7
	0.6
	14.7
	14.1

	9月
	7.8
	10.2
	13.3
	3.1
	19.6
	152
	-0.4
	7.4
	-16.8
	4.9
	14.2
	14.3

	10月
	
	10.3
	13.3
	3.2
	19.2
	311
	5.6
	7.5
	-8.2
	1.2
	14.3
	14.1

	11月
	
	10.0
	13.7
	3.0
	17.6
	338
	12.7
	5.4
	-9.3
	2.3
	14.2
	14.2

	12月
	7.7
	9.7
	13.6
	2.5
	17.2
	256
	4.3
	8.6
	-3.4
	-42.6
	13.6
	14.1


注：1.①「実質GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。

2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意

されたい。また、(　　)内の数字は1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。

　　3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。

出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。
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